
0 ㎥ 0㎥
8 ㎥ 1㎥

10 ㎥ 2㎥
20 ㎥ 3㎥
0 ㎥ 4㎥
1 ㎥ 5㎥
3 ㎥ 6㎥
5 ㎥ 7㎥
6 ㎥ 8㎥
7 ㎥ 計
8 ㎥

10 ㎥
11~ ㎥ 1.4%

※2：基本水量の分布

出典：R2地方公営企業年鑑

15.5%

14.8%

4.6%
2.3%
2.2%
2.8%
3.5%
3.9%
3.9%
3.7%
3.5%
30.3%

6
10
1

341
9

505

料金改定のシミュレーションパターンと主なデメリット（水道料金）
令和4年7月27日　経営総務課作成

※1：基本料金の不整合

0㎥
1㎥
2㎥
3㎥
4㎥

シミュレーション結果で説明

シミュレーション結果で説明

シミュレーション結果で説明

シミュレーション結果で説明

シミュレーション結果で説明

※3：R3検針件数の割合

負担増の偏りを避けるためには逓
増度緩和不可

0～8㎥※3の負担減を9㎥以上で補
填

0～8㎥の負担据置を9㎥以上で補填
一般世帯、事業者の負担増大

基本料金の大幅な引き上げ必要。
小水量の負担増大

負担増の偏りを避けるためには逓
増度緩和不可

0～4㎥が負担減となる分を5㎥以上
の負担で補填

0～4㎥が負担減となる分を5㎥以上
の負担で補填

5～8㎥で負担増大

負担増の偏りを避けるためには逓
増度緩和不可

5㎥
6㎥
7㎥
8㎥

5.6%
33.3%
55.6%
5.6%

27.3%
0.7%
0.2%
7.6%
1.9%
1.9%

神奈川
県下

全国

18.6%
40.4%

18

2
95
24
24

233

社会経済情勢の変化への対応力強化・料金算定期間内における財源の確保

下
水
道
使
用
料
と
の
不
整
合
（
数
量
・
金
額
）
※
1
・
料
金
負
担
の
公
平
性
の
確
保

課題

据え置き

引き下げ

旧区分
9㎥～

旧区分
9㎥～

旧区分
9㎥～

旧区分
9㎥～

旧区分
9㎥～

旧区分
9㎥～

旧区分
9㎥～

旧区分
9㎥～

0㎥

引き上げ

引き上げ

主なデメリット

①
②

③

引き下げ

据え置き

区分増
5～8㎥

引き上げ

区分増
5～8㎥

引き上げ

区分増
5～8㎥

0～8㎥で負担増大

負担増の偏りを避けるためには逓
増度緩和不可

据え置き

据え置き

引き下げ

引き下げ

据え置き

引き上げ

据え置き

引き上げ

引き下げ

据え置き

引き上げ

水道 下水道

負担増の偏りを避けるためには逓
増度緩和不可

⑥

⑦

0～8㎥で負担増大

引き上げ

据え置き

引き上げ

据え置き

引き下げ

④
⑤

引き上げ

小水量が負担減となる分を一般世
帯や事業所の負担で補填

小水量が負担減となる分を一般世
帯や事業所の負担で補填

0～8㎥で負担増大

下水道は水道より資本費が高い
が、H25の改定で基本水量を8か
ら4㎥に、基本料金を650から
350円に下げ、逆転が起きた。

805円

680円

365円

475円
585円
695円

引き上げ

従量料金

基
本
水
量
　
※
2

引き下げ

区分増
0～8㎥

据え置き

区分増
0～8㎥

区分増
0～8㎥

1

8㎥

4㎥

旧区分
9㎥～

基本料金

引き下げ

据え置き

引き上げ

引き下げ

資料 ２



参考：逓増度に関する近隣市との比較

料金改定のシミュレーションパターンと主なデメリット（下水道使用料）
令和4年7月27日　経営総務課作成

引き下げ
基本料金の大幅な引き上げ必要。小
水量の負担増大

課題
社会経済情勢の変化への対応力強化・料金算定期間内における財源の確保

基本料金 従量料金

水
道
料
金
と
の
不
整
合
（
数
量
・
金
額
）
・
料
金
負
担
の
公
平
性
の
確
保

引き下げ
旧区分
5㎥～

引き上げ
0～4㎥の負担減を5㎥以上で補填
一般世帯、事業者の負担増大

据え置き

主なデメリット

4㎥ 据え置き
旧区分
5㎥～

引き上げ
0～4㎥の負担据置を5㎥以上で補填
一般世帯、事業者の負担増大

引き上げ
小水量が負担減となる分を一般世帯
や事業所の負担で補填

引き下げ 0～4㎥で負担増大

引き上げ
旧区分
5㎥～

据え置き ① シミュレーション結果で説明

引き上げ
負担増の偏りを避けるためには逓増
度緩和不可

引き下げ
区分増
0～4㎥

旧区分
5㎥～

据え置き
小水量が負担減となる分を一般世帯
や事業所の負担で補填

据え置き
区分増
0～4㎥

旧区分
5㎥～

据え置き ②引き下げ

基
本
水
量

シミュレーション結果で説明

引き上げ
負担増の偏りを避けるためには逓増
度緩和不可

シミュレーション結果で説明

引き上げ
負担増の偏りを避けるためには逓増
度緩和不可

引き下げ 0～4㎥で負担増大

引き上げ
区分増
0～4㎥

旧区分
5㎥～

据え置き ③

0㎥


